
どうやら最強のケモ耳少年が別のアニメ次元へと行った様です。
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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
作
者
が
創
り
出
し
た
中
で
、
現
最
強
キ
ャ
ラ
「
颯
真
」

　
が
ほ
か
の
ア
ニ
メ
次
元
へ
と
向
か
う
!
最
強
主
人
公
が

　
繰
り
広
げ
る
物
語
を
と
く
と
ご
覧
あ
れ
!



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─

　
第
零
章
　
Ｎ
ｏ
．
０
０
０
「
早
速
説
明
（
絶
対
見
て
）」　
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第
零
章
　
Ｎ
ｏ
．
０
０
０
「
早
速
説
明
（
絶
対
見
て
）」

　　
ど
う
も
、
ケ
モ
ナ
ー
１
号
で
す
。

　
こ
の
度
は
、
こ
の
小
説
を
見
て
頂
き
、
誠
に

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
以
下
の
留
意
事
項
に
気
を
付
け
て
こ
の
小
説
を

　
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

　
?
作
者
は
執
筆
下
手
。

　
構
文
能
力
が
低
く
て
も
暖
か
い
目
で
見
て
下
さ
い
。

　
?
各
ア
ニ
メ
に
よ
っ
て
設
定
が
一
部
改
変

　
さ
れ
て
い
る
可
能
性
あ
り
。

　
カ
ク
ヨ
ム
に
て
連
載
中
の
小
説
　
Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｆ
ｌ
ａ
ｓ
ｈ
の

　
設
定
と
合
わ
せ
る
為
、
各
ア
ニ
メ
の
設
定
を
一
部

　
改
変
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
?
他
の
自
身
が
執
筆
し
た
小
説
の
キ
ャ
ラ
が

　
登
場
す
る
可
能
性
あ
り
。

　
お
助
け
キ
ャ
ラ
と
し
て
他
自
執
筆
小
説
の
キ
ャ
ラ

　
が
登
場
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
く
れ
た
方
々
に
、

前
日
譚

プ
リ
ク
エ
ル

を
ど
う
ぞ
!

　
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

　
〜
作
者
と
キ
ャ
ラ
〜

　
あ
る
昼
下
が
り
、
図
書
館
で
編
集
し
て
い
た
彼
に
、

　
現
最
強
の
少
年
颯
真
が
話
し
か
け
る
。

　
ケ
モ
ナ
ー
「
ふ
ぁ
、、、。」

　
颯
真
「
ど
う
し
た
ん
だ
?
欠
伸
な
ん
か
し
て
。」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
い
や
、、、
カ
ク
ヨ
ム
で
や
り
た
い
事

　
全
部
や
り
切
っ
ち
ゃ
っ
て
な
、、、。」

　
颯
真
「
ネ
タ
切
れ
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
い
や
、、
単
純
に
書
き
た
い
奴
全
部
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書
き
尽
く
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
な
、、、
満
足
。」

　
颯
真
「
じ
ゃ
今
度
は
ハ
ー
メ
ル
ン
で
や
ろ
う
ぜ
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
そ
　
の
　
手
　
が
　
あ
　
っ
　
た
。」

　
颯
真
「
ま
ぁ
暫
く
は
行
け
る
ん
じ
ゃ
無
い
か
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
こ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
次
は
絵
で
も
。」

　
颯
真
「
画
力
を
鍛
え
よ
う
な
。」（
　
???
　
）

　
ケ
モ
ナ
ー
「
コ
レ
デ
ド
ウ
ヤ
ッ
テ
カ
ケ
バ
イ
イ
ン
ダ
。」

　
颯
真
「
…
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
に
聞
け
ば
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
オ
ッ
ケ
イ
!
コ
ノ
テ
ニ
カ
ギ
ル
。」（
｀
・
ω
・
´
）

　
颯
真
「
、、、。」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
ま
ぁ
ま
ぁ
、、、
後
は
、、、。」

　
颯
真
「
そ
う
だ
。
俺
ア
イ
ツ
と
会
っ
て
み
た
い
!
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
デ
ル
タ
か
?
」

　
颯
真
「
そ
う
そ
う
。」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
う
〜
ん
、、、
今
は
無
理
だ
な
。」

　
颯
真
「
何
で
だ
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
完
結
し
て
な
い
か
ら
。」（
　
＾
ω
＾
　
）

　
颯
真
）
´
・
ω
・
｀
）
＜
メ
タ
ス
ギ
ナ
イ
．．．
?

　
ケ
モ
ナ
ー
「
と
は
言
え
、、、
完
結
後
な
ら
。」

　
颯
真
「
お
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
だ
か
ら
５
年
位
待
っ
て
く
れ
。」

　
颯
真
）
´
・
ω
・
｀
）
＜
エ
ェ
．．．
?

　
ケ
モ
ナ
ー
「
止
め
ろ
そ
ん
な
顔
で
見
る
な
。」

　
颯
真
「
後
最
近
何
し
て
る
ん
だ
?
」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
ガ
ン
ダ
ム
Ｅ
Ｘ
Ａ
み
た
く
入
れ
る
様
に
、

　
こ
の
世
界
と
向
こ
う
側
を
調
節
し
て
る
。」

　
颯
真
（
　
º
口
º
）
ア
ッ
．．．

　
ケ
モ
ナ
ー
「
察
し
が
着
い
て
何
よ
り
。
お
前
に
は

　
向
こ
う
側
に
行
っ
て
も
ら
う
。
拒
否
権
は
無
い
。」

　
颯
真
「
仕
方
な
い
、、、
行
く
か
、、、。」

　
ケ
モ
ナ
ー
「
今
か
ら
一
週
間
後
に
行
く
か
ら
、
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身
支
度
を
済
ま
せ
と
け
よ
?
」

　
颯
真
「
分
か
っ
た
。」

　
こ
う
し
て
、
彼
は
行
く
事
に
な
っ
た
が
、、、

　
こ
の
続
き
は
ま
た
次
回
、、、。
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